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13.液 体 4tie の 表 面 張 力






























吉 田 晴 男
Hamiltonian a - -JZ:〔S;S;十1'7(S言S;.1十S:SL?.1)〕, (0<ヮ≦1)で与えられる1a
次元 Heisenberg(H.)-Ising(i.)spin系は Ferro(F.)も AntiFerro(A.F.)も spinwaveの sp-
ectrum esw(k)が厳密に得られている｡非弾性中性子散乱の実験では1次元のため para-phase
であるにもかかわらず確かに集団励起が観測されでいるOしかし(0<巧く1)についての散
a
乱断面積 (Lg(k))は理論的には調べられていない｡しかも最近 Isingl1ike(0<甲≪1)の物
質の実験が盛んであり, Ising-1ike特有の集団励起が理論から指摘されていること(Vilain)
もあって, Ising･likeV)JBx(k)tま理論的に興味を持てる｡まず総和則で低温でのLBX(k)を調べる
と, -F･とは異なり,A･F･では eswの励起からのLiaX(k)-の寄与は無視できることがわかるo
このことはA･F･の eswによるJと7の実験的決定に疑問をもたらす. LAX(k)そのものの形は
符の摂動計算によって求められる｡それにより実験と同じ様な集団励起のピー クをはっきり兄
い出せる｡
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